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各地の取り組み　－徳島県における植物防疫業務－
徳島県病害虫防除所　中西　友章

■徳島県の農業の概要
本県は四国東部に位置し、東西約 107km、南

北約 80km、総面積は 4,146km2 で、その約 8 割を
山地が占める。南部に四国山地、北部に讃岐山
脈が位置し、これらの影響を受け北部は瀬戸内
気候（温暖乾燥）、南部は太平洋気候（温暖湿
潤）、内陸部は山岳気候（比較的冷涼湿潤）に大
別される。このように変化に富んだ地形や気象
を活かして、四季を通じて多種多様な作物が生
産されている。県北部を東西に流れる吉野川流
域においては、中流域でレタス、下流域でニン
ジン及びレンコンなど、最下流域の砂地畑では
カンショ（なると金時）及びダイコンなど、県
南内陸部では貯蔵ミカン、スダチ及びユズなど
の特産品が栽培されている。

■病害虫防除所の沿革
1952 年、病害虫防除所が県内 10 カ所に設置

され、1973 年に徳島・阿南・脇町の 3 カ所に、
1992 年には徳島県病害虫防除所として 1 カ所に
統合された。現在は、農林水産総合技術支援セ
ンター内にある。病害虫防除所の業務は、所長
他、8 名体制で行っており、全員が資源環境研
究課の試験研究業務を兼務している。

■業務の概要
1　病害虫発生予察業務

巡回調査は農家ほ場において、主要 26 作物に
ついて、病害虫 198 種（うち、国の発生予察事
業の指定有害動植物は 79 種）を調査対象とし、
延べ 1,749 地点（2018 年度）で行っており、予察
灯やフェロモントラップによる定点調査も実施
している。この他、各地の病害虫防除員 8 名に、
フェロモントラップや予察灯の調査等を委嘱し
ている。これらの調査結果や気象情報等を基に
今後の病害虫の発生状況を分析・検討し、毎月
1 ～ 2 回、病害虫発生予察情報を発表している。

2　重要病害虫侵入警戒調査
害虫では、ウリミバエ、ミカンコミバエ種

群、チチュウカイミバエについては定点 4 カ所
で、アリモドキゾウムシについては定点 5 カ所
でフェロモントラップ調査を実施している。こ
のうち、アリモドキゾウムシについては、夏期
にカンショ産地内 110 カ所にフェロモントラッ

プを設置して綿密な調査を実施している。また、
イモゾウムシについては、定点 5 カ所で巡回調
査を実施している。

病害については、プラムポックスウイルス
(PPV) について 6 月に苗木生産園 3 カ所、果樹
生産園 3 カ所で発生状況調査を行った。

■適正な病害虫防除及び農薬安全使用の指導
効率的かつ適正な防除指導に資するため、主

要作物における耐性菌や害虫の抵抗性の検定を
行っており、近年はナスのすすかび病、キュウ
リの褐斑病、ブロッコリー及びナスのハスモン
ヨトウ、ネギのシロイチモジヨトウなどで実施
している。

農薬取締法に基づく農薬販売店の立入検査に
ついては、毎年約 150 件実施するとともに、農
薬販売業者等を対象に研修会を開催し、農薬の
適正な管理及び販売に係る指導に取り組んでい
る。

■課題
近年、農産物の輸出や鳥獣被害対策に関する

試験研究などの業務が加わり、防除所の業務に
おいても、更なる効率化が必要となっている。
また、専門性が必要な防除所の業務を担える職
員としての若手研究員の育成、指導も欠かせな
い。

さらに、生産現場においては、温暖化対策や
担い手不足の対策等々の課題があることから、
農作物の安全安心かつ安定的な生産に貢献する
ためには、今後とも関係機関と連携を密にし、
業務を遂行していく必要がある。

図　ダイコンほ場（鳴門市）における巡回調査の様子
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最近話題となっている病害虫
長野県病害虫防除所　嵯峨　裕之

レタス黒根病の病原菌であるThielaviopsis basicola
は糸状菌（不完全菌類）で、土壌伝染する。

本菌による病害は、国内ではこれまでに、タ
バコ、ミツバ、スイートピー、パンジー、ゼラ
ニウム、オクラ、インゲンマメなどで報告され
ている。

本病は、国内では群馬県で初めて確認され、
2018 年 5 月に特殊報が出された。その後、現時
点（2019 年 6 月）までに、静岡県、長野県及び
茨城県から特殊報が出されている。

海外ではアメリカ、オーストラリア、ヨー
ロッパ等で発生の報告がある。

■病徴・診断
地上部では外葉の黄化、生育遅延などが認め

られ、症状が進行すると結球葉が萎凋し、小玉
化する。状況によっては病徴が認められない場
合もある。

軽症株では根の一部が帯状にわずかに褐変、
隆起し、表面に亀裂が生じる。中～重症株では
帯状の褐変が明瞭になり（図 1）、根全体が黒変
する。根部の症状は表面に限られる場合が多く、
主根内部に褐変が観察されることはまれである。
根腐病等の土壌病害を併発し、重症化すること
がある。

図 1　根部に生じた帯状の褐変（中～重症株）

病原菌は、り病部に分生子や厚膜胞子（図 2）
を形成し、り病残渣とともに土壌中に残留し伝
染源となる。なお、厚膜胞子は土壌中に長期間
生存が可能である。

本病に対しては、品種間でり病性に差異があ
ることが示唆されている。

分離菌を接種した場合では、キャベツ、ハ
クサイ、ブロッコリーへの病原性は認められな
かった。

■防除対策
現在、本病に対する登録農薬はなく、以下の

対策が効果的である。
① 　連作により土壌中の病原菌の密度が高ま

るため、発生ほ場では連作を避ける。
② 　本病の発生が確認されたほ場での作業終

了時には、トラクター等の農機具類、長靴
など土壌が付着している可能性のあるもの
については、丁寧に洗浄して、他のほ場に
拡散しないようにする。

③ 　明渠（側溝）を設置するなどして雨によ
る土壌の流出を防止する。
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レタス黒根病
学名：Thielaviopsis basicola (Berkeley & Broome) Ferraris
英名：black root rot of Lettuce

図 2　厚膜胞子


